
第74回全国植樹祭式典アトラクション「この緑に抱かれて」

○式典アトラクションとは

・大会の開催理念や大会テーマなどをわかりやすく表現するもので、大会の中でも開催県の

独自性や魅力をアピールできるプログラム

○アトラクション演出

・アトラクション前半をプロローグアトラクション、後半を記念式典内のメインアトラク

ションにおいて披露します。

・岡山の若者たちが自然と人の関わり方について、さまざまな議論や体験を通し、これか

らの姿を考え、未来へ向けてより豊かな森林を継承する決意を力強く表現します。

・演劇を中心に、音楽、ダンス、映像等を交えて展開し、本県の森林・林業の歴史や民謡、

県産木製楽器の演奏等により、岡山らしさをアピールします。

アトラクションストーリー

主な出演者

アトラクション概要

いだ
○ストーリー原作

・あさのあつこ『この緑に抱かれて』（書き下ろし作品）

○あらすじ

舞台は架空の県内高校。平城京に岡山県産ヒノキが活用されていた史実を知った高校生た

ちは、木材を活用すべきか、森林を保全すべきか議論が過熱していく。教師の言葉にヒント

を得ながら、高校生たちは森林と人との理想的な関係を見出し、未来へ向けてより豊かな森

林の継承を決意する。

○演 劇

・前野朋哉（俳優）

・岸本由有（シンガー・ダンサー）

・就実高等学校演劇部

・岡山県森林組合連合会（びほく森林組合）

・新庄村森林セラピー協議会

○民 謡

・岡山県民謡民舞連盟（木挽唄）

○音 楽

・くらしき作陽大学

・岡山県立岡山城東高等学校合唱部

・香山裕樹（県産ヒノキ製ギター）

・岩本象一（県産ヒノキ製カホン・打楽器）

○ダンス

・岡山学芸館高等学校ダンス部

アトラクションテーマ曲

○作 曲

・米倉由起（くらしき作陽大学 音楽学部 准教授）



第74回全国植樹祭式典アトラクション 制作・出演者プロフィール

俳優・映画監督 昭和61(1986)年、岡山県倉敷市生まれ
おかやま晴れの国大使（2016年～）
学生時代から自主映画の制作を始め、監督・脚本・主演を務めた「脚の生え
たおたまじゃくし」は、「ゆうばり国際ファンタスティック映画祭2010」で
審査員特別賞＆シネガー賞をＷ受賞。その後、俳優として映画やドラマなど
数々の話題作に出演中。
＜出演作＞ 2015～2019年 岡山県PR動画

2021年 NHK連続テレビ小説「カムカムエヴリバディ」
2022年 映画「ハケンアニメ！」

◎前野 朋哉（まえの ともや） ＜高校教師役＞

◎岸本 由有（きしもと ゆう） ＜高校教師役＞

シンガー・ダンサー 平成13(2001)年、岡山県岡山市生まれ
主な受賞歴では、第12回東京国際声楽コンクールミュージカル部門全国大会
において入選。第21回大阪国際音楽コンクール声楽部門ミュージカルコース
全国大会において第２位(１位なし)受賞。
また、第101回全国高等学校野球選手権岡山大会、第11・12回全国ユース水球
競技選手権大会全国大会開会式において国歌独唱を務める。
ダンサーとしては元劇団四季・大谷健氏に師事し、元劇団四季・加藤敬二氏
振り付けの舞台に立つ。元劇団四季・小倉佑樹氏設立のアーティスト集団
Artem Performance所属。THE MAGRITTE専属パフォーマー。
2023年 ミュージカル「慈愛と恵み石井十次物語」貴婦人役ソリスト

◎就実高等学校演劇部 ＜高校生徒役＞

部長／石川 聖人（いしかわ まさと 高校２年生）
中学校22名、高等学校38名、計60名の部員で活動中。観に来てくれたお客さ
んを楽しませることをモットーに、コンクールや自主公演に向けて舞台を製
作。演劇活動を通して人と人との心のやりとりを学び、舞台を通して豊かな
人間関係を築くことを目指す。またＳＮＳにおいても活動状況や演劇につい
ての考えを発信。中学高校の演劇界を盛り上げるという野心を胸に精力的に
活動している。
2023年 第73回岡山県高等学校演劇発表会岡山西地区大会 優秀賞

第73回岡山県高等学校演劇発表会 優良賞

□原作 あさの あつこ 『この緑に抱かれて』（書き下ろし作品）

岡山県美作市生まれ。青山学院大学文学部卒業。小学校講師ののち、作家デ
ビュー。『バッテリー』で野間児童文芸賞、『バッテリーII』で日本児童文
学者協会賞、『バッテリーＩ～VI』で小学館児童出版文化賞、『たまゆら』
で島清恋愛文学賞を受賞。著書は『福音の少年』『No.6』シリーズ、『弥勒
の月』『ありふれた風景画』『ランナー』『夜叉桜』『The MANZAI』『晩夏
のプレイボール』『ぬばたま』『ゆらやみ』『火群のごとく』『透き通った
風が吹いて』『ハリネズミは月を見上げる』『神無島のウラ』など多数。

いだ


